たが 又、 

「けんとん けんちゅう (支那の 織物の 名) 入り まショ 

ンか」 

と 云いました。 

「てんどん けんちん 入り まシ ョ ンょ」 

と美 代 子さん は 矢張り 羽 子 をつ きながら、 又 口真似 

をし ました。 

支那 人 はこの 時 大変 こわい 顔 をし ましたが、 何も 知 

ら ずに 羽 子 を ついている 美 代 子さん のす ぐうしろ に 来 

きんらん きんちゃく 

て、 小さな 金襴の 巾着 を ポケットから 出して その 口 

を 拡げながら、 



「ォ 1 チン パイ パイ」 

と 云いました。 美 代 子さん は 矢張り 何気なく 羽 子 を 

つきながら 口真似 をし ました。 

「ォ 1 チン パイ パイ」 

「ハツ」 

と 支那 人が 大きな かけ 声 をし ますと、 美 代 子さん は 

羽 子と 羽子板 ごと 影 も 形 も 見えな くな つ てし まい まし 

た。 

支那 人 は 又 ニヤ リと 笑って あたり を 見 まわしました 

が、 そのまま 巾着の 口 を 閉じて 懐中へ しまって、 反物 

を 担いで 今度 は 隣家の 門口へ 行って 知らぬ顔で、 



「けんとん けんちゅう 入り まシ ョ ンか」 

と 呼びました。 

美 代 子さん のおう ちの 玄関で 勉強 をして いたお 兄 さ 

い ちどキ J 

んの春 夫さん は、 支那 人が 妙な かけ 声 をす ると 一 時に 

羽子板の 音が 聞こえ なくなりました ので、 変に 思って 

障子 を 開けて 見ます とコハ 如何に、 たった今 までいた 

美 代 子さん が 影 も 形 も 見えません。 いよいよ 変に 思つ 

て 表へ 駆け出して 見る と、 お天気の 良い 往来に 人通り 

も 無く、 二三 軒先で 支那 人が、 

「反物 入 リまシ ヨン か」 

と 云って いる だけです。 
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